
















による前l意を得られた言t・ 20名を本研究の対象とした。研究期間l土平成 27年 3月 1日～平






年齢は 1274歳（平均 46.2±34. 2）であった。 AL55の検査結果では、むし歯菌数が少な
し、との判定は 17名、中程度は3名、 pHが高い者は9名、低い者は 11名であった。 BMLl: 
のう蝕関連菌検査結果でDMF歯数が 15歯未満の者は、男性が 6名、女性が6名、 15歯以上
の者は、男性はおらず、女性はB名であった。う蝕菌比率は、ノーリスク 7名、ローリス
ク 11名、リスク 2名であった。木結果から、 AL55は即日に用いることが可能で、これま
での B¥IL社どの関連性は額蝕に関しては、リスクが低いものほど有効であるとの結果を得
た（特異度が高し、）。う蝕は様々な要因があるため、 ll!L社のう蝕関連菌検査および AL55 
の両方のデータを合わせてみることで、より正確な情報を患者へ伝えるためのツーノレとし
て使用できることを評価－9ることができた。
